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沈
黙
の
思
考
（
完
）
…
…
：
…
…
：
・
…
：
…
：
…
本

ヒ
ュ
ー
ム
に
お
け
る
理
性
と
情
念
…
…
…
…
土

「
有
の
問
い
」
か
ら
「
回
思
」
へ
…
…
…
…
松

i
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
於
け
る

　
　
「
思
索
」
と
「
詩
作
」
に
関
す
る
一
考
察
1
一

言
語
・
意
味
・
対
象
：
・
：
：
：
…
…
：
：
：
・
…
：
中

i
『
ク
ラ
テ
ユ
ロ
ス
恥
に
お
け
る

　
　
　
　
　
プ
ラ
ト
ン
の
岩
語
哲
学
1

〔
回
書
心
〕
留
学
当
時
の
思
出
（
完
）
・
：
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
臼

〔
書
評
〕
神
野
慧
一
郎
著
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
・
田

　
　
『
ヒ
ュ
ー
ム
研
究
』

彙
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良
　
治
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畑
　
正
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京都哲學會



　
　
　
　
京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

一
、
四
点
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
曾
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
囲
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
盤
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
出
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
圓
（
會
誌
代
を
含
む
）

を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都
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會

告

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會
豫
面

一、

ｺ
…
…
…
：
…
…
…
・
：

一、

ｽ
心
反
鷹
の
蓮
關
構
造

　
日
時

　
開
場

O
　
．
　
，
　
●
　
，
　
O
　
●
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●

・
　
　
O
　
　
O
　
　
●
　
　
○
　
　
●
　
　
●
　
　
謄
　
　
6
　
　
0
　
　
●

　
十
一
月
三
日
目
日
）
午
後
一
時
牛

　
京
都
大
學
文
學
部
第
七
講
義
室

…
：
…
…
：
京
都
大
學
教
授
梶
　
　
山

：
：
…
…
…
京
都
大
學
助
激
昂
清
水
御

※
右
絡
了
後
樂
友
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
會
費
約
四
千
圓
）

※
所
厨
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
皇
土
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。

※
當
分
の
間
、
本
學
曾
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
、
京
都
大
學
文
學
部
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
昭
和
六
十
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
　
都

哲

學
雄
　
　
一

代
　
明

（
順
不
同
）

會



1762

哲
学
班
究
　
第
五
百
五
十
一
号

立
て
た
い
と
こ
ろ
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
終
始
一
貫
し
て
自
然

主
義
者
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
ム
像
を
描
き
出
そ
う
と
い
う
五
三
の
努
力
が
成

功
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
も
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
多
様
な
論
点
を
含
む
大
部
の
箸
作
の
全
容
を
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
紹
介

す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
以
上
に
取
り
上
げ
た
ほ
か
に
、
自
我
や
信

念
に
つ
い
て
の
議
論
を
は
じ
め
と
し
て
重
要
な
論
点
を
含
む
章
は
多
く
、

知
覚
論
、
因
果
論
に
つ
い
て
も
、
以
上
に
紹
介
し
た
の
は
著
者
の
議
論
の

ほ
ん
の
一
端
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
論
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
を
ど
う
か
直
接
お
読
み
に
な
る
よ
う
に

と
、
諸
氏
に
お
勧
め
す
る
ほ
か
は
な
い
。
ヒ
ュ
ー
ム
哲
学
に
関
心
を
持
つ

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
本
書
は
間
違
い
な
く
有
益
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー

ム
研
究
に
お
け
る
基
本
的
文
献
と
し
て
永
く
記
憶
せ
ら
る
べ
き
価
値
が
、

本
書
に
は
明
ら
か
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（
了
）

（
筆
者
　
た
む
ら
・
ひ
と
し
京
都
大
学
者
学
部
〔
哲
学
〕
研
修
員
）

一
四
二

前
号
（
五
五
〇
号
）
正
誤
表

頁

行

誤

正

一
〇

九

N
霧
讐
鮎

N
塁
嘗
巴

一
五

二

国
艮
霞
｛

子
袋
≦
霞
｛

二
八

一、

鼡

背
定

肯
定

一
〇
四

十

す
な
も
ち

す
な
わ
ち

〃

蓋
　
一
も
・
と

も
っ
と

二
二
三

三

擬
人
化
す
場
合

擬
人
化
す
る
場
合

三
八
五

一
八

ゆ
o
o
犀
囲

切
o
o
貯
H
＜

四
〇
六

一
九

す
た
わ
ち

す
な
わ
ち

四
一
四

一
四

分
折
上

分
析
上

五
九
七

上
段
三

ど
う
で
も
い
い
と

ど
う
で
も
い
い
こ
と

六
〇
一

下
段
一
〇

何
一
つ
と
り
立
て
て

六
〇
六

上
段
八

「
第
二
の
人
生
「
一
「
第
二
の
人
生
」

六
二

下
段
＝
一

打
た
れ
ざ
る
を
な
か
得
っ
た

打
た
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

六
＝
一

上
段
一
四

き
聴
つ
つ

聴
き
つ
つ

11

上
段
二
三

病
没
し
た
し
た

病
没
し
た

六
一
四

下
段
一
四

不
断
変
じ
て
　
一
不
断
に
変
じ
て

六
一
互
下
段
八

論
じ
て
及
ぱ
さ
る
一
論
じ
て
及
ば
ざ
る



1776

哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
一
号

一
五
六

ル目1葦

口
写

目

次

第
五
百
五
十
号
記
念
特
集
号

最
後
の
神
…
…
…
…
…
…
・
・
…
：
：
…
…
…
・
…
・
：
：
：
…
：
：
：
…
・
辻
村
公
一

　
ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
索
に
於
け
る
一

“
状
況
”
の
変
化
と
“
も
の
自
身
”
の
変
化
…
…
…
…
…
…
…
藤
澤
令
夫

　
ー
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
（
H
課
ω
1
目
㎝
㎝
U
）
に
お
け
る

　
　
　
背
丈
比
べ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
の
哲
学
的
意
味
ー

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』

　
に
お
け
る
《
プ
ラ
グ
マ
》
の
意
味
に
つ
い
て
…
…
…
：
・
…
：
・
山
田
　
晶

一
八
〇
一
年
夏
の
ヘ
ー
ゲ
ル
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
酒
井
　
修

　
一
『
イ
エ
ー
ナ
晴
代
の
論
理
学
』
班
究
⇔
ー

ク
マ
ー
リ
ラ
の
畠
ξ
鋤
詳
匿
（
文
章
の
意
味
）
論
－
序
…
…
服
部
正
明

華
竃
バ
観
念
の
変
容
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
：
・
日
原
利
國

沈
黙
の
思
考
：
…
：
…
…
…
…
・
：
・
：
…
…
…
…
・
：
・
…
…
…
：
…
：
本
吉
良
没

海
馬
の
「
空
間
地
図
説
」
対
「
時
間
処
理
説
」
の
検
討
…
…
…
平
野
俊
二

美
的
価
値
の
問
題
：
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
：
－
…
吉
岡
健
二
郎

行
為
理
論
に
お
け
る
「
秩
序
」
の
問
題
…
・
…
…
…
…
…
・
：
－
…
中
　
久
郎

輪
廻
と
超
越
：
：
：
…
…
…
：
：
・
：
…
…
・
一
：
・
：
…
・
一
：
：
・
…
：
…
梶
山
雄
一

　
一
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
と
そ
の
解
釈
一

「
ヨ
ブ
記
」
に
お
け
る
問
い
の
問
題
…
…
…
・
…
…
…
・
…
・
…
…
水
垣
　
渉

普
遍
に
つ
い
て
の
試
論
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
・
…
…
…
…
9
…
：
木
曽
好
能

　
i
μ
ッ
ク
、
バ
ー
ク
リ
ー
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
普
遍
論
の
批
判
的
検
討

中
国
古
典
に
お
け
る
三
三
注
釈
の
思
想
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
池
田
秀
三

ジ
ャ
ワ
の
小
学
生
の
連
想
反
応
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
…
…
清
水
御
代
明

　
－
筆
記
反
応
の
読
み
と
り
に
つ
い
て
の
覚
書
一

江
戸
時
代
の
外
科
書
及
び
相
書
と
人
体
表
現
の
関
係
…
…
…
佐
々
木
丞
平

　
i
円
山
応
挙
の
人
物
図
研
究
序
説
一

「
相
互
作
用
論
」
の
モ
デ
ル
序
説
1
そ
の
一
1
…
…
…
…
宝
月
　
誠

構
想
力
と
超
越
の
問
題
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
・
…
長
谷
正
当

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
論
理
学
に
於
け
る
「
所
証
相
似
」

（
ω
＆
ξ
9
器
ヨ
。
）
の
問
題
…
…
…
…
：
：
…
・
：
：
…
…
・
…
…
…
・
・
御
牧
克
己

第
五
百
五
十
号
記
念
特
集
号
記
事
…
…
…
田
中
美
知
太
郎
・
長
尾
雅
人
・

　
　
祖
述
久
敬
・
舩
山
信
一
・
高
峰
一
愚

〔
回
想
〕
留
学
当
時
の
思
出
・
…
…
…
…
…
…
・
：
…
：
…
…
…
…
臼
井
二
尚

　
彙
　
　
報



次号論文豫告
普
遍
概
念
と
し
て
の
多
様
体
…
…
…
…
：
…
…
・
…
沢
　
口

「
相
互
作
用
論
」
の
モ
デ
ル
序
説
（
完
）
…
…
…
宝
　
月

　
　
　
　
一
そ
の
ニ
ー

事
物
の
類
似
た
る
イ
デ
ア
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
長
　
倉

　
i
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
の
イ
デ
ア
論
に
お
け
る

　
　
問
題
i

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
自
然
学
の
形
酊
上
学
的
…
…
小
　
林

基
礎
づ
け

　
一
伝
統
的
存
在
論
と
の
対
比
に
お
い
て
i

〔
学
界
展
望
〕
西
田
哲
学
を
め
ぐ
る
…
…
…
…
…
大
　
橋

　
　
　
　
最
近
の
論
点
－
書
評
を
か
ね
て
一

昭
車

　
誠

久
子

道
夫

良
介

1777

彙

報

一
五
七



會

告

一
、
本
會
は
器
量
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
會
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
會
誌
一
斗
分
）
を
お
沸
込
下
さ
い
・

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
蛮
暫

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
塵
一
番
町
一
七
番
地
創
文

就
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

、
一
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
晶
晶
宛
に
御
通
知
下
さ
い

［
、
本
誌
の
編
輯
に
書
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
臨
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
六
十
年
・
　
三
　
月
十
五
日
　
印
測

昭
和
六
十
年
　
三
　
月
二
十
日
　
螢
行

編
輯
兼

蛮
行
人

編
輯
代
表

編
輯
担
当

断酒京素
　　都響

藤井鑑
　　哲内
邦　學

武修會

費
勘
所

印
　
刷
　
所

甕曉麗獲久慈

織1鐸創
関野　1京匿

早式藷理文
1薯二二肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
肚
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日
印
附
刑

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
日
褒
行
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